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環境部

災 害廃 案 物 の受 け入 れ につ い て     平 成2 4 年2 月2 2 日

1  大 田、 品川 清掃 工場 で の試 験 焼 却 につ い て

( 1 ) 試験 焼 却 の方 法

①試験焼却対象 ごみ

東京都 によ り安全性が確認 された宮城県女川町の災害廃棄物 ( 木
くず等の可燃性廃棄物)

②試験焼却方法

試験焼却対象 ごみの混合比率がおおむね 2 0 % に なるよ うに通常
の可燃 ごみ ( 以下 「通常ごみ」とい う。) と か くはん して混合 した
もの ( 以下 「混合 ごみ」とい う。) を 焼却 し、通常 ごみのみを焼却
した場合 との比較 を行 つた。

③実施清掃工場

試験焼却 を実施 した清掃工場は、表 - 1 の とお りである。

表 - 1 実 施 清 掃 工 場 と試 験 焼 却 の概 要

大 田清 掃 工場 品川 清掃 工場

焼 却 能 力 600t/日 (200t× 3炉 ) 600t/日  (300t× 2炉 )

試 験 焼 却 炉 3 号 炉 ( 比較 焼 却 炉 1 号 炉 ) 2 号 炉 ( 比較 焼 却 炉 1 号 炉 )

災害廃棄物搬 八 日 平 成 2 3 年1 2 月1 0 日 ( 土)

1 2 月1 3 日 ( 火)

平 成 2 3 年1 2 月1 7 日 ( 土)

1 2 月2 0 日 ( 火)

災害廃 棄物搬 入 量 ( t ) 58. 91 81.40

混合 ごみ焼却 量 ( t ) 3 1 3 . 1 3 ( 混合 比 率 1 8 . 8 % ) 4 0 6 . 9 2 ( 混合比率2 0 . 0 % )

試 験 焼 却 期 間 平成 2 3 年1 2 月1 3 日 ( 火)

～ 1 4 日 ( 水)

平 成 2 3 年1 2 月2 0 日 ( 火)

～ 2 1 日 ( 水)

瀕J 定期 間 平 成 2 3 年 1 2 月1 0 日～ 1 6 日 平 成 2 3 年 1 2 月1 7 日～ 2 3 日

※試 験 焼 却 炉 : 混 合 ごみ を焼 却処 理 した炉

※比較 焼 却 炉 : 通 常 ごみ のみ を焼 却 処理 した炉

④試 験焼 却 の測 定 項 目

排 ガ ス 、排 水 、焼 却灰 等 に及 ぼす影 響 や 、焼 却 施 設 及 び周辺 環 境
へ の影 響 等 を検 証 す るた め、次 の項 目につ い て演」定 した。
ア 排 ガ ス : 煙 突排 ガ ス ( 2 6 項目十ダイ オ キ シ ン類 十ア スベ ス ト十

放 射 能濃 度 )

煙 道 ( 4 項 目)

イ 排 水 : 放 流 水 ( 5 2 項目十 ダイ オ キ シ ン類 十放 射 能 濃 度 )

ウ 焼 却灰 等 ( 主灰 、飛灰 、飛灰 処 理 汚 泥 、汚 水 処 理汚 泥 )

( ア) 水 分 、熱 しゃ く減 量 、 か さ比 重



( イ) 含 有 試 験 ( 1 3 項目) 、溶 出試 験 ( 1 7 項目) 、性 状 分析 ( 1 5 項目)

( ウ) ダ イ オ キ シ ン類 、放 射 能 濃 度
工 空 間放 射 線 量 率 : 敷 地境 界

オ 運 転 デ ー タ : 自 動 測 定装 置 計 測 結 果 、各種 運 転 デ ー タ

ア～ ウ及 び 工 の測 定 は、それ ぞれ 第 二者 機 関及 び 実施 清掃 工場 の

職 員 に よ る。 オ の測 定 は、処 理 設備 の計 装機 器 に よ る。

なお 、各 項 目の預J 定は、」I S 及び 国 の通 知 等 の測 定方 法 に基 づ き

実施 した もので あ る。

( 2 ) 試験焼 却 測 定結 果 の評 価

宮城 県女川 町 か ら発 生 した 災 害廃 棄 物 を 当組 合 の施 設 でお お む ね

2 0 % の 混 合 比 率 で焼 却 した結 果 、法 令 等 に適 合 した処 理 が で きた。ま

た、 ごみ焼 却 の状 況 は通 常 ごみ焼 却 時 と同程 度 で あ った。

なお 、資 料 編 に掲 載 した試 験 焼 却 測 定結 果 に基 づ く各 測 定項 目の評

価 は、表 - 2 の とお りで あ る。

上記 の試 験 焼 却 の方 法 、測 定 結 果 の評 価 は 、東 京 二 十 三 区清 掃 一
部 事

務組 合 ( 以下 「清 掃
一

組 」) 発 表 の資料 を抜粋

表 - 2 各 沢」定 項 目の試 験 焼 却 測 定 結 果 の評 価

演」定 項 目 試 験 焼 却 測 定結 果 の評 価

排 ガ ス ・測 定結 果 は、すべ て法規 制値 及 び協 定値 を下 まわ った。
・放射 能及 び アスベ ス トは不検 出で あった。
・測 定結果 は、比較焼 却炉 と同程度 で あ り、災 害廃 棄物

を焼却 した影 響 は見 られ なか った。 また、各測 定値 は、

全 工場 測 定値 ( 平成 2 2 年4 月～2 3 年1 1 月) か ら判 断 して通

常 の焼 却 に よる出現範 囲で あった。

イ 排 水 ・測 定結果 は、すべ て法規制値 及 び協定値 を満 足 した。
・放射 能 は不検 出で あった。

・測 定値 は、全 工場測 定値 ( 平成 2 2 年4 月～2 3 年1 1 月) か

ら判 断 して通 常 の焼却 に よ る出現範 囲 であ った。

ウ 焼 却 灰 等

( 主灰 、飛 灰 、飛 灰 処

理 汚 泥 、 汚 水 処 理 汚

泥 )

・測 定結果 は、す べて法規 制値 等 を下 まわ った。
・放射 能 の測 定値 は、平成 2 3 年度 それ ぞれ の実施 工場測

定値 か ら判 断 して通 常 の焼却 に よる出現範 囲で あった。
・そ の他 の測 定値 は、全 工場測 定値 ( 平成 2 2 年4 月～ 2 3 年

1 1 月) か ら判 断 して通 常 の焼却 に よる出現範 囲で あ つた。

工 空 間放射線 量率 ・試 験焼却 実施 前 、実施 中、実施 後 で 同程 度 で あ り、災

害廃 棄 物 を焼却 した影 響 は見 られ なか った。

オ 運転 デー タ ・各運転デー タは、通常 ごみ焼却 時 と同程度 であ り、災

害廃棄物 を焼却 した影響は見 られ なかった。



2  住 民 説 明会

( 1 ) 葛飾 清 掃 工場 実施 分

平 成 2 4 年 2 月  3 日 ( 金) 午 後 7 時 か ら 9 時

4 9 名 参加 ( 内区民 4 6 名 )

[ 主な こ意 見 ]
・受 け入 れ る災 害廃 棄 物 の安全 性 につ い て もつ と詳 し く聞 きた い
。焼 却灰 を運搬 す る際 の飛 散 防止 対 策 を聞 きた い

・バ ダ フ ィル ター が破 損 した場 合 の対 策 を聞 きた い  な ど

( 2 ) かつ しか エ コライ アプ ラザ 実施 分

平成 24年 2ナ〕1 6河 (木 ) 午 後 7日寺か ら 91時

※ iな ご意 l F r  t F どにつ いて は追加 資 料

と1  本 格 受 け 入れ に つい て

( 1 ) 受入 期 間

平成 2  Ⅲl年 3月 以 降 、 平成 2 5年 3月 まで

( 2 ) 受入 工場

稼 働 中の全 清掃 1工場 を対 象 に 、清掃 一組 が搬 入調整 を行 う。

( 3 ) 受八せ

1コ 平 均 1 5 0 仁

( 4 ) 焼却 処 理 方 法

① 運 常 の 市i燃ごみ と文官廃 案物 をバ ンカ内で波合 。か くはんす る。

②焼却ヤi投入 時 にお け る通 常 の 可燃 ごみ に大す る箕害廃栞物 の混合 比

率 ↓ま1 0 % 以 下とす る。

( 5 ) 受人 言1押F及び受人 生 の公表

① 月間の計 画

毎 月の受 入計 陣iを前月の 2 0日 を ヨ途 に、清掃
一

純 ホー ムベ ー ジに

掲載

② 週 措1の計 l a ~

毎週 の受入 言1山「を前週 の企曜 日に、清 掃
―紀 ホー ムベ ー ジに掲哉

③受人 実績

毎週 の受入 量 を翌週 の金 曜 日に、清 掃 一組 ホー ムベ ー ジに掲載




